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1 は じ め に

青森農試藤坂支場では,現在国が進めている「次世代稲

作」プロジェクト研究の中で,国が育成 した新育種素材・

系統について障害型及び遅延型耐冷性の評価を行っている。

障害型耐冷性については,既に恒温深水法等の検定法が確

立されているが,遅延型耐冷性についてはその冷害の要因

が出穂遅延,低温下での登熟不良などと多岐にわたるため
,

その検定方法も複雑となる。今回,こ の要因の一つである

出穂遅延に着目し,生育初期から冷水を掛け流 し,出穂遅

延を誘発したところ,その遅延度に品種間差異が認められ

たのでここに報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 :1996～ 1998年

0)試験場所 :青森県農業試験場藤坂支場圃場 (十和田

市)

6)供試材料 1国内外の主要品種に国及び当場育成系統

を含む36品種・系統

に)耕種概要 :表 1に示すとおり

表 1 耕種概要

1996 1997

表 2 各年次における冷水処理期間と処理期間中の水
温

6/7～8/31

24× 12輌 , 1株 1本植え

全量基ll,成分](、′a)N,II1 0,K,0と も08

区   制        3区 制, 1区 6株 (1996年 のみ2区制, 1日 0株 )

lro)冷 水処理方法 l移植約10日後より冷水 (水温15℃ 前

後の湧水)を 1日 おきに約 3側の水深で昼間 (9:00～ 16:

00)掛け流した (冷水処理期間は表 2参照)。

16)評価方法 :冷水処理区の出穂期と無処理区との出穂

期の差から,供試品種・系統の出穂遅延日数を求め比較検

討した。

1997  6/3～8/28   221   188   33
1998  6/1～8/31   211   179   32
注 1996年 は6/7～6/30, 1997年 は7/4～ 10,8/6～ 8

の期間欠測

3 試験結果及び考察

各試験年次における処理期間中の平均水温を表 2に示し

た。1996年 と1997年 に欠測があるため,単純に年次間での

温度の比較はできないが,各年次とも処理区の水温は無処

理に比べておよそ 3℃ ほど下回っていた。

表 3に供試 した品種及び系統の成績を示した。出穂遅延

日数は,最 も短い「南特号」の76日 から最 も長い「ひと

めばれJの227日 まで幅広い変異を示した。また,こ の出

穂遅延日数は熟期が遅いものほど運延日数も多くなる傾向

が見られた。これは,熟期が遅いものは,出穂までの冷水

に曝される期間が長くなることと,さ らに晩生になるにつ

れて,冷水の他に秋冷の影響も受けるため等の理由による

ものと考えられた。よって,出穂遅延度の評価を行うに当

たっては,それぞれ熟期ごとに分けて,その熟期の中で評

価する方法が適当と考えられた。そこで,供試品種及び系

統を表 3に示した4つの熟期に分け,そ の中で出穂遅延日

数の比較検討を行った。

「極早生～早生J熟期では,「南特号」の出穂遅延 日数

が76日 と最も短く,「 中間母本農 8号」,「 ユメコガネJの
77日 がそれに次いだ。逆に遅延日数が長かったものは

「ふ系182号Jの 120日 ,「 Dunghan ShaliJの 112日 など

であった。

「中生の早J ttIJIで は,「 カグヤモチ」の遅延 日数が97
日と最も短 く,最 も長かった「奥羽360号」の151日 とは

64日 の差がみられた。

「中生の中～晩」熟期では,「 お,系襦178号Jの遅延日数
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-19-



東 北 農 業 研 究 第 52号  (1999)

表3 供試品種及び系統の成績
(1996～ 1998年の平均値)

が112日 と最も短 く,「 トワダJの 122日 がそれに次いだ。

遅延日数が長かったものは,「 あきたこまち」の181日
,

「北陸150号」,「ホウネンワセJの 174日 などであった。特

に,「ふ系襦178号Jと「北陸150号」 は無処理区の出穂期

が同じでありながら,出穂遅延 日数には62日 の明瞭な差

が認められた。

「晩生」熟期については,「 トド●キヮセJの遅延日数

が171日 と最も短く,最 も長かったのは「ひとめばれ」の

227日 であった。

品種名
熟 期 又は

系統名

出穂期(月 日)出穂遅

無処理 冷水  延日数
区  処理区 (日 )

準

差

標

偏

Dunghan Shali

ふ系180号

中間母本農 8号
ユメコガネ

極早生  南特号
～早生  かけはし

はまゆたか
コチ ミノリ

ふ系182号
シモキタ

731    8 11

802    8 11

8 02    8 10

8 02    8 10

803   810
804   812
805   814
805   8 13
805   8 17
807   8 17

112  18
96  09
77  29
77  14
76  14
87 21
9 3    0 5

78 19
12 0   0 8

10 1   1 3

4 ま

コイヒメ

カグヤモチ

むつはまれ

中 生  3、系183号

(早) まいひめ

奥羽360号

北陸163号

アキヒカリ

808   8 19
808   8 18
809   821
809   822
810   822
8 10   825
810   825
8 10   824

108   1 2

97  02
122  15
133  31
12 6    0 3

15 1   23

14 2    1 7

13 6    1 7

生育初期からの冷水掛け流 し処理により出穂遅延を誘発

したところ,その遅延度には品種間差があることを認めオ、

出穂遅延日数は,熟期が遅いものほど大きくなる傾向にあっ

たが,同熟期の中においても明瞭な品種間差が存在するこ

とを明らかにした。

出穂遅延度が小さかった品種・系統として,「南特号J.

「中間母本農 8号J,「ユメコガネ」,「 カグヤモチ」,「 お、系

襦178号」,「 トワダJ及び「 トドロキヮセJ力
'あ

げられ
,

遅延度が大きいものとしては,「 Dunghan ShaliJ,「 ふ系

182号J,「奥羽360号 J,「北陸150号」,「 ホウネンフセJ,「あ

きたこまち」及び「ひとめばれ」等があげられた。

ふ系184号

北陸150号

お、系濡178号

トワダ

滞～饒)i曇[讐
ふ系185号

ホウネンワセ

あきたこまち

NAtOX"LLAヽ A

811    825
811   828
811   822
811   823
811   826
811   826
811    828
8 12    827

8 13   830
8 13    831

814   831

14 6   3 2

174   24
112  19
122  21
15 5   2 3

15 1   2 6

171  23
151 45
174  1 6
181  25
167  21

しなのこがね

トドロキヮセ

ふ くひびき

晩 生  トヨニシキ

AR30R10」 1

ひとめばれ

ササニシキ

8 16   907    21 7

8 16   903    171
8 17    9 04    17 8

818   907   208
818   909    21 6
820   9 12    227
821    909    196
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